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図 1　ε - μ平面 図 2　導体線と球から成る構造とそのモデル
図 3　C型構造とその電流 I2 の周波数特性の電磁界解析 (FIT) との比較
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図２：(左 ) 900 nm 厚のポリマーでコートされた表
面のAFM 形状像．(右 ) 同じ領域のHFM 像．表面
















これに対して我々は独自の高Q値フォトニック結晶ナノ共振器を用いることで従来の 10,000 分の 1 
の大きさ、（数μm）で、かつ励起パワーが 10,000 分の 1（～μW）という極微小値で発振するシリコ
ンラマンレーザを実現することに成功した。図 1にその構造を示す。この構造はヘテロ構造ナノ共振器
をベースとしており、シリコンのラマンシフト量である 15.6THz だけ離れた二つの共振モードを形成で
きる。作製には SOI(Silicon on Insulator) 基板を用い、その上部シリコン層（220nm）に基本格子定数 a 
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GPUなどの計算資源、Wi-Fi や LTEなどの通信資源、メモリや SSDなどのストレージ資源、カメラや
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図 1( 上 ) 磁気プローブ信号。再帰的に
高速イオン励起不安定性が観測されて




























































図１　ヘリオトロン J 用 CXRS システム













施したMUTSI（MU radar, Temperature Sheets and Interferometry）観測キャンペーンでは、高度分























ナ直径 103m, 送信出力 1MW）
























































生存圏研究所 生存圏開発創成研究系 生存圏電波応用分野 ( 篠原研究室 )
http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/space/index-j
「マイクロ波無線電力伝送用受電整流回路の効率特性改善」













ことで整流変換効率特性の改善を図った [3]。周波数は 2.45GHz を用い、図 2のシングルシャント整流
回路に図 3の buck-boost DC-DC コンバータを接続した。図 4 がその整流変換効率特性である。整流回
路単体よりもRF-DC-DC 変換回路の整流変換効率特性が格段に改良されていることが分かる。
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図 1　マイクロ波無線電力伝送の原理
図 3　実験に用いた buck-boost DC-DC コンバーター
図 2　実験に用いたレクテナ整流回路
図 4　整流変換効率の比較
